
　
セ
ミ
ナ
ー
は
第
１
講
義
の
前

半
部
分
も
兼
ね
た
主
催
者
挨
拶

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
全
厚
労
教
宣

部
の
高
本
奉
彦
中
央
執
行
委
員

が
、「
私
も
全
厚
労
の
集
会
に

出
て
、
い
ろ
い
ろ
な
県
の
話
を

聞
く
中
で
、
支
部
と
し
て
の
活

動
を
頑
張
ら
な
い
と
労
働
組
合

の
価
値
を
組
合
員
に
認
め
て
も

ら
え
な
い
こ
と
を
、
活
動
を
通

し
て
感
じ
て
い
る
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
を
通
し
て
今
後
若
い
人
に

も
労
働
組
合
運
動
で
自
分
の
働

く
病
院
で
長
く
働
け
る
環
境
を

つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
が
こ
の
役
員
強
化
セ
ミ
ナ

ー
に
繋
が
っ
た
」
と
セ
ミ
ナ
ー

の
テ
ー
マ
設
定
の
由
来
や
、
広

島
県
厚
生
連
労
組
（
以
下
、
広

厚
労
）
吉
田
支
部
の
支
部
交
渉

の
歴
史
に
も
触
れ
な
が
ら
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。

　
後
半
は
松
尾
晃
書
記
長
の
基

礎
学
習
で
「
一
人
は
み
ん
な
の

た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た

め
に
」
と
題
し
て
、
労
働
三
権

や
労
働
組
合
の
歴
史
、
労
働
関

係
法
規
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。団

交
や
っ
て
み
よ
う

　
第
２
講
義
で
は
、
岩
本
一
宏

中
央
執
行
委
員
長
の
要
求
を
勝

ち
取
る
「
団
交
の
ス
ス
メ
」。
全

厚
労
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
知
っ
て
知
ら
せ
て
組
織
す
る
」

の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
広
厚
労

執
行
委
員
長
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
「
労
働
基
準
法
や
各
種

法
律
の
遵
守
」「
８
日
夜

勤
協
定
」「
病
院
際
の

開
催
」
や
、
こ
れ
ら
を

看
護
科
中
心
に
頑
張
っ

て
き
た
結
果
、
看
護
師

配
置
数
が
07
年
と
比
べ

１
２
９
名
増
え
た
こ
と
。

賃
金
で
は
長
年
の
大
幅

ベ
ア
要
求
が
今
年
の
ベ
ア
３
千

円
（
約
１
％
）
に
繋
が
っ
た
こ

と
。
ま
た
、
年
休
に
つ
い
て
は

最
低
８
日
遵
守
を
求
め
て
き
た

こ
と
で
、
昨
年
の
平
均
取
得
日

数
が
25
・
８
日
（
年
休
17
・
６

日
＋
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
８
・
２
日
）

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。

さ
ら
に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
は
労
働

組
合
の
通
知
表
で
す
」
と
し
て
、

２
０
２
２
年
の
「
看
護
職
員
の

労
働
実
態
調
査
」
結
果
を
全
国

や
全
厚
労
と
比
較
し
自
分
の
支

部
の
労
働
環
境
や
職
員
の
や
り

が
い
、〝
働
き
続
け
た
い
〞
と

思
う
職
員
が
増
加
し
て
き
た
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
団
交
で
労
働
者
側
が
有

利
に
進
め

る
た
め
の

技
や
交
渉

の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い

て
も
学
習
し
ま
し
た
。

協
同
組
合
だ
か
ら
こ
そ

　
特
別
講
義
で
は
、
日
本
文
化

厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の

代
表
理
事
理
事
長
東
公
敏
氏
を

お
招
き
し
、「
協
同
組
合
と
し

て
の
厚
生
連
医
療
と
地

域
づ
く
り
」
と
題
し
、

文
化
連
の
主
な
事
業
や
、

厚
生
連
医
療
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
お
話
し
頂

き
ま
し
た
。

　
日
本
の
農
協
が
世
界

的
に
も
珍
し
い
総
合
経

営
と
い
う
戦
略
を
と
り
、

そ
の
中
で
、「
安
心
し

て
か
か
れ
る
病
院
が
欲

し
い
」「
病
気
に
な
ら

な
い
よ
う
に
予
防
し
た

い
」
な
ど
の
組
合
員
の

切
実
な
願
い
が
医
療
・

健
診
・
介
護
事
業
（
厚

生
連
医
療
）
に
な
っ
た

歴
史
や
、
農
協
が
世
界
に
先
駆

け
て
「
地
域
密
着
」
と
し
て
、

地
域
に
ね
ざ
す
組
合
員
制
度
と

運
営
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
、

農
協
に
「
共
益
性
と
公
共
性
」

を
持
た
せ
、
特
に
公
共
性
を
最

大
限
発
揮
さ
せ
た
の
が
厚
生
連

医
療
で
あ
る
こ
と
な
ど
説
明
頂

き
ま
し
た
。

第１講義「労働組合の基礎知識」
●ほとんど知識がなかったぶん、講義を聞いて全部が分か
ったわけではありませんが少し理解はできた。
●労働組合の基礎知識を通じて労働組合の存在意義や目
的について復習することができた。経営側に集団となっ
て要求する事の必要性を学んだ。
●労働組合の歴史や言葉の意味など再確認でき、勉強に
なった。

第2講義「団交のススメ」
●広厚労の実態は気になっていたので、知れて良かったで
す。自分の労組も広島のように看護師が充実するように
努めていきます。
●委員長が講義で話された技術や手法を使用して効果的
な交渉を行えるようになりたいと感じた。
●心理テクニックを使いながらの交渉が効果的だと分かり
面白かった。実際に結果が出ているのですごいと思った。

特別講義「協同組合としての厚生連医療と地域づくり」
●協同組合とは、そもそもＪＡとはどういう組織なのか振
り返り、学べる良いきっかけになった。
●わかりやすく協同組合について知ることができた。
●地域医療構想についても触れていただき、非常にわかり
やすい講義でした。

参加者アンケートから

開会挨拶での高本中執
松尾書記長の講義ではプロ野球の
労働組合（選手会）も紹介

岩本中央執行委員長の第２講義、若い参加者が
食い入るように聞いていたのが印象的でした

団体交渉の経験のない方もたくさん参加してもらえました

　
６
月
30
日
か
ら
２
日
間
、
東
京
ベ
イ
有
明
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
に
て
「
全
厚
労
役
員
強
化
セ
ミ
ナ
ー
in
有
明
（
労

働
学
校
）」
を
開
催
し
、
12
県
53
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
北

海
道
開
催
の
前
回
か
ら
４
年
ぶ
り
と
な
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
は
、

３
つ
の
全
体
講
義
と
実
践
企
画
と
し
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
の
職
場
要
求
作
り
と
模
擬
団
交
を
行
い
ま
し
た
。（
実

践
企
画
は
４
面
に
詳
細
）

労使対等の交渉に! 要求を勝ち取ろう!!労使対等の交渉に! 要求を勝ち取ろう!!労使対等の交渉に! 要求を勝ち取ろう!!
2023年全厚労役員強化セミナー2023年全厚労役員強化セミナー in有明

https://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

【１・４面】役員強化セミナー
【2面】確認しよう！

賃金（給与）明細㊦

今号のわだい

次回８月号はデジタル号
８月24日HPで公開予定

（1） 2023年７月20日 第514号全 厚 労 ニ ュ ー ス
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
５
月
号
の
答
え
は
「
ツ
ユ
ア
ケ
マ
エ
」
で
、

当
選
倍
率
は
１
・
７
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

頑張る仲間

　茨厚労中執３年目、茨城県厚生連の土浦協同
病院で８年目の看護師としてCCUで働く堀越明
徳さんを紹介します。入職は2016年、茨城で「衝
撃の年末一時金０.５ヵ月回答」のあった年です。
労働条件は労働者が団結して勝ち取るもの！を
実感している世代として、団交でも職場の現状
をしっかり伝えてくれる頼もしい存在です。い
つも心がけていることは「どんなに忙しくても
イライラなど態度に出さず、楽しくみんなで仕
事をすること」と言うだけあってさり気ない細
やかな配慮に職場の信頼も厚い堀越さん。現在、
認定看護師取得目指して頑張っています。趣味
は野球観戦で、特技は人の名前を覚えることだそうです。

　全厚労青年委員会副委員長・遠藤剛司さん
を紹介します。理学療法士として働く遠藤さ
んは、福厚労青年部長としてコロナ禍でもオ
ンライン青年集会やゲーム企画など工夫した
取り組みで青年層を盛り上げてきました。全
厚労青年委員会でも福厚労で実践された企画
を紹介し、アイディアを出してくれるので、困
ったときはついつい頼ってしまう存在です。
　今年度より医労連青年協議会に全厚労代表
として出てもらっているので、「全国アクトin
九州」では実行委員＆ニュース班として奮闘
する遠藤さんに会えると思います。本人から
は「アクトのフィールドワークでは、福岡の観

光スポットを回れて、インスタ映え間違いなし！」との事ですので、ぜひ参
加してみて下さい。遠藤さんの全国での経験を、来年７月の全厚労青年集会
K’s金沢へも活かして貰いたいと思います。

全厚労　遠藤剛司さん（福島）

茨城　堀越明徳さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第186回は茨城にお願いし、隔
月で全厚労役員・専門部からも
紹介します。

　
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
、
少
人
数
で

の
食
事
会
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
さ
っ
そ
く
予
定
を
た
て
ま
し
た
。

組
合
活
動
も
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
ま
し

た
。
歓
迎
会
も
交
流
会
も
な
か
っ
た
新

人
さ
ん
達
に
、
職
場
も
楽
し
い
こ
と
が

あ
る
場
所
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
と
良

い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
北
海
道
）

―
―
こ
こ
数
年
、新
人
の
皆
さ
ん
は
慣
れ

な
い
職
場
環
境
や
コ
ロ
ナ
に
よ
る
不

安
と
ス
ト
レ
ス
は
あ
っ
て
も
、交
流

す
る
場
や
楽
し
め
る
時
間
は
な
か
っ

た
は
ず
で
す
。こ
れ
か
ら
は
少
し
で

も
楽
し
い
時
間
が
増
え
、笑
顔
溢

れ
る
日
常
で
あ
り
た
い
で
す
ね
！

（
Ｉ
Ｃ
）

　
マ
ス
ク
が
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

思
い
切
り
外
し
た
い
け
ど
、
ま
だ
不
安

が
残
り
ま
す
。
い
つ
か
ま
た
素
顔
が
さ

ら
け
出
せ
る
よ
う
に
、
お
顔
の
お
手
入

れ
も
抜
か
り
な
く
し
な
く
て
は
と
、
反

省
で
す
。
日
々
仕
事
と
育
児
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ホ
ッ
と
で
き
る
自
分
の

時
間
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

長
野
）

―
―
ど
ん
な
こ
と
で
も
切
り
替
え
時
っ
て

あ
り
ま
す
よ
ね
。仕
事
と
子
育
て
の

両
方
を
し
て
い
る
方
に
は
頭
が
下
が

り
ま
す
。ま
さ
に
２
刀
流
！
（
Ｏ
Ｄ
）

　
電
気
代
値
上
げ
に
伴
い
、
原
発
稼
働

な
ど
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
被
災
者
の

方
を
思
う
と
そ
う
簡
単
に
は
言
え
ま
せ

ん
よ
ね…

。                       

（
富
山
）

―
―
同
感
で
す
。未
だ
に
地
元
に
戻
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
被
災
者
を

軽
視
し
、経
済
活
動
を
優
先
し
て

い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。（
Ｏ
Ｇ
）

　
初
め
て
デ
ジ
タ
ル
号
を
見
ま
し
た
。

紙
が
無
駄
に
な
ら
な
い
し
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
と

て
も
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
い

つ
更
新
さ
れ
た
か
気
付
き
に
く
い
と
思

う
の
で
、
ス
マ
ホ
に
通
知
が
来
る
と
か
、

メ
ー
ル
が
来
る
と
か
何
か
あ
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　（
愛
知
）

―
―
そ
う
で
す
よ
ね
。
実
は
全
厚
労
公

式
L
I
N
E
を
開
設
し
ま
し
た
。

お
友
達
登
録
し
て
も
ら
う
と
、
ニ

ュ
ー
ス
が
更
新
さ
れ
る
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
お
知
ら
せ
が
き
ま
す
。
登
録

お
願
い
し
ま
す
！
　
　
　（
Ｋ
Ｕ
）

全厚労ツイッター
職場の声を
つぶやき中！

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワー
ドはすべてＱＲコードよりスマホから投稿でき
ます。氏名・住所・希望景品（図書カード
又はクオカード）は必須事項です。

利
他

　
こ
の
言
葉
に
納

得
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
利
他
主
義
は

医
療
従
事
者
が
持

つ
べ
き
重
要
な
資

質
で
あ
り
、
医
療

倫
理
の
基
盤
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

医
療
従
事
者
も
人

間
で
す
し
、
自
己

の
健
康
を
保
つ
こ

と
も
重
要
で
す
。

適
切
な
休
憩
と
自
己
ケ
ア
を

行
う
こ
と
で
、
長
期
的
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
患
者
へ
の

ケ
ア
の
質
を
向
上
出
来
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
ね
。
　（
Ｈ
Ｄ
）

　風水害の被害が毎年多く発生しています。医労
連共済の火災共済は、風水害にも給付があります。
加入口数・被害状況で給付金は変わりますが、自
宅の全壊・流失の最高限度額
300万円を上限に、被害に応
じて段階的に給付しています。
風水害にも給付がある火災共
済で万が一に、備えましょう。
※経年劣化による破損や建付けの
欠陥による雨漏りなど対象にな
らない場合があります。

風水害の備えは火災共済で風水害の備えは火災共済で風水害の備えは火災共済で

　
皆
さ
ん
は
、
１
日
の
中
に
自
由
な
時

間
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
？
　
平

日
は
仕
事
と
寝
る
こ
と
の
み
、
自
由
な

時
間
は
週
末
に
ま
と
め
て
で
い
い
、
と
い

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
仕
事
中
心
で
あ
っ
て
も
自
分
の

自
由
な
時
間
は
ぜ
ひ
確
保
し
た
い
も
の
で

す
。

　
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
の
研
究
チ
ー
ム
が
２

０
１
８
年
、
３
万
５
３
７
５
人
の
米
国
人

を
対
象
に
「
現
状
の
生
活
満
足
度
」
と

「
１
日
に
所
有
す
る
自
由
時
間
」
に
つ
い

て
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
仕
事
を
し
て
い
る
人

の
生
活
満
足
度
は
自
由
時
間
が
１
日
あ

た
り
２
時
間
30
分
あ
る
と
き
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た

仕
事
を
し
て
い
な
い
人
の
満
足
度
は
自

由
時
間
が
１
日
あ
た
り
４
時
間
45
分
だ

っ
た
時
が
ピ
ー
ク
だ
そ
う
で
す
。Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

の
研
究
者
に
よ
る
と
、「
自
由
時
間
が
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
生
活
満
足
度
が
上
が
る

わ
け
で
は
な
く
、
最
適
値
を
超
え
て
さ

ら
に
多
く
の
自
由
時
間
を
与
え
ら
れ
る

と
、
逆
に
満
足
度
が
下
が
っ
て
し
ま
う
」

こ
と
も
わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
は
体
験
的
に
も
納
得
が
い
き
ま

す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
１
日
の
中
で

自
分
だ
け
の
時
間
を
も
つ
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
す
。
ま
た
休
息
は
疲
れ
て
か
ら

取
る
の
で
は
な
く
、
疲
れ
る
前
に
取
る
こ

と
が
お
す
す
め
で
す
。
病
気
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
治
す
の
で
は
な
く
、
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
予
防
の
考

え
方
が
理
想
で
す
。

　
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
一
定
距
離
ご
と
に
給

水
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
て
い
る
よ
う
に
、
予

定
を
立
て
る
際
は
最
初
か
ら
定
期
的
な

休
み
を
組
み
込
ん
で
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
少
し
大
き
な
計
画
や
予
定
を
す
ぐ

に
入
れ
ら
れ
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
数

カ
月
先
で
あ
っ
て
も
、
予
定
表
に
何
か

楽
し
い
予
定
を
書
き
込
ん
で
お
く
と
気

分
も
上
が
り
、
日
々
の
仕
事
を
効
率
よ

く
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

楽
し
い
予
定
を
立
て
て
お
く
意
味

６月賃金（給与）明細書の例 

支給

基本給 調整手当 特別調整
手当 資格手当 住宅手当 家族手当 通勤手当

209,400 8,000 17,500 
超過勤務
手当 深夜手当 深夜割増

手当
休日勤務
手当 昇給差額 処遇改善

手当
その他
調整額 総支給額

26,383 41,560 7,000 2,196 312,039 

控除

健康保険 介護保険 厚生年金 厚生年金
基金 雇用保険 社会保険

合計 課税対象額

11,280 21,960 1,872 35,112 276,927 
所得税 住民税 宿舎費 財形貯蓄 労働組合費 控除総額
7,490 10,300 3,141 56,043 

勤怠

勤務日数 欠勤日数 準夜勤務
日数

深夜勤務
日数

休日勤務
日数

オンコール
日数

20 0 4 4

125％ (h) 135％ (h) 150％ (h) 160％ (h) 有休消化
日数 リフ休暇数 差引支給額

13 1 255,996 

時間外単価 深夜単価 夜勤深夜
時間

所定労働
時間

1,858 2,229 30 151.0 

看護師35歳　（勤続14年目・子ども2人）

支給

基本給 調整手当 特別調整
手当 資格手当 住宅手当 家族手当 通勤手当

282,800 17,500 4,000 
超過勤務
手当 深夜手当 深夜割増

手当
休日勤務
手当 昇給差額 処遇改善

手当
その他
調整額 総支給額

7,000 3,751 315,051 

控除

健康保険 介護保険 厚生年金 厚生年金
基金 雇用保険 社会保険

合計 課税対象額

14,100 27,450 1,890 43,440 271,611 
所得税 住民税 宿舎費 財形貯蓄 労働組合費 控除総額
7,280 20,300 4,242 75,262 

勤怠

勤務日数 欠勤日数 準夜勤務
日数

深夜勤務
日数

休日勤務
日数

オンコール
日数

18 0 0 0

125％ (h) 135％ (h) 150％ (h) 160％ (h) 有休消化
日数 リフ休暇数 差引支給額

0 0 1 1 239,789 

時間外単価 深夜単価 夜勤深夜
時間

所定労働
時間

2,399 2,879 0 151.0 

看護師22歳　(3卒・勤続２年目）

　
控
除
内
容
を
説
明
す
る
前
に

「
標
準
報
酬
月
額
」
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

【
標
準
報
酬
月
額
】

　
標
準
報
酬
月
額
と
は
、
社
会
保

険
料
（
健
保
・
年
金
）
計
算
を
簡

便
化
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
健
康
保
険
で
50
等
級
（
厚

生
年
金
で
32
等
級
、
１
等
級
の
幅

は
収
入
に
応
じ
て
１
万
〜
３
万
円

程
度
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
２

年
目
の
看
護
師
さ
ん
は
、
24
万
円

（
23
〜
25
万
円
の
範
囲
）で
、
健
保

19
等
級（
年
金
16
等
級
）に
あ
た
り

ま
す
。
通
常
は
、
毎
年
４
〜
６
月

の
３
ヶ
月
の
賃
金
平
均
額
を
元
に

等
級
が
決
め
ら
れ
（
定
時
改
定
）、

そ
の
年
の
９
月
か
ら
来
年
８
月
ま

で
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
計
算
に

は
通
勤
費
や
残
業
代
も
含
ま
れ
る

た
め
、
通
勤
費
が
高
い
人
は
よ
り

多
く
社
会
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
将
来

の
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
す
）。

　
４
月
入
職
の
新
人
は
、
資
格
取

得
時
の
決
定
と
し
て
、
４
月
の
賃

金
（
基
本
給
＋
諸
手
当
）
を
元
に

標
準
報
酬
月
額
を
定
め
、
８
月
ま

で
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
健
康
保
険
料

　
健
康
保
険
料
は
、
各
自
の
標
準

報
酬
月
額
に
基
づ
い
て
徴
収
さ
れ

ま
す
。労
使
折
半
が
基
本
で
す
が
、

健
康
保
険
組
合
の
規
定
や
労
使
協

定
に
よ
り
事
業
主
負
担
が
多
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
料
率
は
入
っ
て

い
る
健
保
組
合
に
よ
っ
て
違
い
、

農
業
団
体
で
は
東
京
都
農
林
漁
業

団
体
健
康
保
険
組
合
（
東
農
健

保
）
や
各
県
の
農
業
健
保
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
一
般
的
な
中
小
企
業

は
「
協
会
け
ん
ぽ
」
に
入
り
、
各

県
毎
に
料
率
が
違
っ
て
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
料

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
労
働
者

（
第
２
号
被
保
険
者
）
か
ら
、
健

康
保
険
料
と
一
緒
に
徴
収
さ
れ
ま

す
。
料
率
は
加
入
し
て
い
る
健
保

組
合
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
例
で

は
、
２
例
と
も
40
歳
未
満
な
の
で

介
護
保
険
料
は
徴
収
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

○
厚
生
年
金

　
厚
生
年
金
は
老
後
の
年
金
を
受

け
る
た
め
の
も
の
で
す
。
保
険
料

は
、
事
業
主
と
折
半
で
、
標
準
報

酬
月
額
を
元
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
率
は
２
０
２
３
年
現
在
、

18
・
３
％
で
す
。
年
金
法
改
正
で
、

04
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で
、
毎
年

０
・
３
５
４
％
（
労
使
折
半
）
引

き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

○
雇
用
保
険

　
雇
用
保
険
は
も
し
も
突
然
、
失

業
し
た
場
合
な
ど
に
失
業
給
付
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
制
度
で

す
。

　
現
在
の
料
率
は
、
一
般
事
業
の

労
働
者
で
は
総
支
給
額×

０
・
６

％
、
１
円
未
満
は
切
り
捨
て
ら
れ

ま
す
。
前
回
賃
金
特
集
を
行
っ
た

６
年
前
は
０
・
３
％
で
し
た
の
で
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
倍
近
く
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
所
得
税

　
所
得
税
は
、
支
給
額
か
ら
こ
れ

ま
で
の
「
社
会
保
険
料
」
な
ど
を

控
除
し
た
も
の
が
課
税
対
象
で

す
。
通
勤
費
は
、
15
万
円
ま
で
非

課
税
扱
い
と
な
り
、
控
除
で
き
ま

す
。「
課
税
対
象
額
」
に
対
し
て
、

賃
金
か
ら
天
引
き
（
源
泉
徴
収
）

す
る
金
額
が
段
階
的
に
定
め
ら
れ

て
お
り
、
扶
養
人
数
（
所
得
税
の

場
合
、
16
歳
未
満
の
子
は
含
み
ま

せ
ん
）
に
応
じ
て
税
額
は
少
な
く

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ネ
ッ
ト
で

「
源
泉
徴
収
税
額
表
」
を
検
索
す

る
と
確
認
で
き
ま
す
。

○
住
民
税

　
住
民
税
は
、
前
年
度
（
前
年
１

〜
12
月
）
の
所
得
を
元
に
、
自
治

体
か
ら
６
月
よ
り
徴
収
さ
れ
ま

す
。
新
社
会
人
は
、
前
年
の
所
得

が
な
い
の
で
掛
か
り
ま
せ
ん
が
、

２
年
目
の
６
月
か
ら
住
民
税
を
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
６
月
号
の
「
賃
金
明
細
の
見
方

㊤
」
で
は
な
か
っ
た
住
民
税
が
、

２
年
目
・
看
護
師
の
６
月
賃
金
明

細
で
登
場
し
て
い
ま
す
。

税
金
の
使
わ
れ
方
・
社
会

保
障
に
も
関
心
を
持
と
う

　
以
上
、
簡
単
に
税
・
社
会
保
険

料
の
控
除
を
見
て
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
賃
金
明
細
を
見
て
、
控
除

額
が
合
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
み

賃
金
明
細
の
見
方
㊦
で
は
、賃
金
か
ら
の「
控
除
部
分
」

を
説
明
し
ま
す
。
賃
金
か
ら
引
か
れ
る
健
康
保
険
料
や

雇
用
保
険
料
は
、
年
度
途
中
で
料
率
・
金
額
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
控
除
さ
れ
て
い
る
お
金
が
何
に
使

わ
れ
て
い
る
か
も
関
心
を
寄
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。
こ
れ

ら
は
否
が
応
で
も

賃
金
か
ら
引
か
れ

ま
す
。
例
で
み
て

も
税
・
社
会
保
険

料
等
は
、
総
支
給

額
の
17
〜
23
％
に

も
な
り
ま
す
。
ま

た
国
民
所
得
に
占

め
る
税
金
や
社
会

保
障
負
担
で
は
23

年
度
で
46
・
８
％

に
な
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
税

金
の
使
い
方
や
年

金
な
ど
の
社
会
保

障
制
度
の
あ
り
方

に
も
関
心
が
及
ぶ

の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

（
３
）

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

賃
金（
給
与
）明
細
㊤

賃
金（
給
与
）明
細
㊦

確
認
し
よ
う
！

し
よ
う
！

し
よ
う
！

し
よ
う
！

し
よ
う
！

し
よ
う
！

し
よ
う
！

確
認
し
よ
う
！

確
認
し
よ
う
！

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の（

３
）

心
の
相
談
室

（3） 2023年７月20日 第514号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2023年７月20日 第514号全 厚 労 ニ ュ ー ス
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
５
月
号
の
答
え
は
「
ツ
ユ
ア
ケ
マ
エ
」
で
、

当
選
倍
率
は
１
・
７
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやきつぶやきの

頑張る仲間

　茨厚労中執３年目、茨城県厚生連の土浦協同
病院で８年目の看護師としてCCUで働く堀越明
徳さんを紹介します。入職は2016年、茨城で「衝
撃の年末一時金０.５ヵ月回答」のあった年です。
労働条件は労働者が団結して勝ち取るもの！を
実感している世代として、団交でも職場の現状
をしっかり伝えてくれる頼もしい存在です。い
つも心がけていることは「どんなに忙しくても
イライラなど態度に出さず、楽しくみんなで仕
事をすること」と言うだけあってさり気ない細
やかな配慮に職場の信頼も厚い堀越さん。現在、
認定看護師取得目指して頑張っています。趣味
は野球観戦で、特技は人の名前を覚えることだそうです。

　全厚労青年委員会副委員長・遠藤剛司さん
を紹介します。理学療法士として働く遠藤さ
んは、福厚労青年部長としてコロナ禍でもオ
ンライン青年集会やゲーム企画など工夫した
取り組みで青年層を盛り上げてきました。全
厚労青年委員会でも福厚労で実践された企画
を紹介し、アイディアを出してくれるので、困
ったときはついつい頼ってしまう存在です。
　今年度より医労連青年協議会に全厚労代表
として出てもらっているので、「全国アクトin
九州」では実行委員＆ニュース班として奮闘
する遠藤さんに会えると思います。本人から
は「アクトのフィールドワークでは、福岡の観

光スポットを回れて、インスタ映え間違いなし！」との事ですので、ぜひ参
加してみて下さい。遠藤さんの全国での経験を、来年７月の全厚労青年集会
K’s金沢へも活かして貰いたいと思います。

全厚労　遠藤剛司さん（福島）

茨城　堀越明徳さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第186回は茨城にお願いし、隔
月で全厚労役員・専門部からも
紹介します。

　
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
、
少
人
数
で

の
食
事
会
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
さ
っ
そ
く
予
定
を
た
て
ま
し
た
。

組
合
活
動
も
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
ま
し

た
。
歓
迎
会
も
交
流
会
も
な
か
っ
た
新

人
さ
ん
達
に
、
職
場
も
楽
し
い
こ
と
が

あ
る
場
所
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
と
良

い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
北
海
道
）

―
―
こ
こ
数
年
、新
人
の
皆
さ
ん
は
慣
れ

な
い
職
場
環
境
や
コ
ロ
ナ
に
よ
る
不

安
と
ス
ト
レ
ス
は
あ
っ
て
も
、交
流

す
る
場
や
楽
し
め
る
時
間
は
な
か
っ

た
は
ず
で
す
。こ
れ
か
ら
は
少
し
で

も
楽
し
い
時
間
が
増
え
、笑
顔
溢

れ
る
日
常
で
あ
り
た
い
で
す
ね
！

（
Ｉ
Ｃ
）

　
マ
ス
ク
が
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

思
い
切
り
外
し
た
い
け
ど
、
ま
だ
不
安

が
残
り
ま
す
。
い
つ
か
ま
た
素
顔
が
さ

ら
け
出
せ
る
よ
う
に
、
お
顔
の
お
手
入

れ
も
抜
か
り
な
く
し
な
く
て
は
と
、
反

省
で
す
。
日
々
仕
事
と
育
児
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ホ
ッ
と
で
き
る
自
分
の

時
間
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

長
野
）

―
―
ど
ん
な
こ
と
で
も
切
り
替
え
時
っ
て

あ
り
ま
す
よ
ね
。仕
事
と
子
育
て
の

両
方
を
し
て
い
る
方
に
は
頭
が
下
が

り
ま
す
。ま
さ
に
２
刀
流
！
（
Ｏ
Ｄ
）

　
電
気
代
値
上
げ
に
伴
い
、
原
発
稼
働

な
ど
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
被
災
者
の

方
を
思
う
と
そ
う
簡
単
に
は
言
え
ま
せ

ん
よ
ね…

。                       

（
富
山
）

―
―
同
感
で
す
。未
だ
に
地
元
に
戻
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
被
災
者
を

軽
視
し
、経
済
活
動
を
優
先
し
て

い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。（
Ｏ
Ｇ
）

　
初
め
て
デ
ジ
タ
ル
号
を
見
ま
し
た
。

紙
が
無
駄
に
な
ら
な
い
し
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
と

て
も
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
い

つ
更
新
さ
れ
た
か
気
付
き
に
く
い
と
思

う
の
で
、
ス
マ
ホ
に
通
知
が
来
る
と
か
、

メ
ー
ル
が
来
る
と
か
何
か
あ
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　（
愛
知
）

―
―
そ
う
で
す
よ
ね
。
実
は
全
厚
労
公

式
L
I
N
E
を
開
設
し
ま
し
た
。

お
友
達
登
録
し
て
も
ら
う
と
、
ニ

ュ
ー
ス
が
更
新
さ
れ
る
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
お
知
ら
せ
が
き
ま
す
。
登
録

お
願
い
し
ま
す
！
　
　
　（
Ｋ
Ｕ
）

全厚労ツイッター
職場の声を
つぶやき中！

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワー
ドはすべてＱＲコードよりスマホから投稿でき
ます。氏名・住所・希望景品（図書カード
又はクオカード）は必須事項です。

利
他

　
こ
の
言
葉
に
納

得
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
利
他
主
義
は

医
療
従
事
者
が
持

つ
べ
き
重
要
な
資

質
で
あ
り
、
医
療

倫
理
の
基
盤
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

医
療
従
事
者
も
人

間
で
す
し
、
自
己

の
健
康
を
保
つ
こ

と
も
重
要
で
す
。

適
切
な
休
憩
と
自
己
ケ
ア
を

行
う
こ
と
で
、
長
期
的
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
患
者
へ
の

ケ
ア
の
質
を
向
上
出
来
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
ね
。
　（
Ｈ
Ｄ
）

　風水害の被害が毎年多く発生しています。医労
連共済の火災共済は、風水害にも給付があります。
加入口数・被害状況で給付金は変わりますが、自
宅の全壊・流失の最高限度額
300万円を上限に、被害に応
じて段階的に給付しています。
風水害にも給付がある火災共
済で万が一に、備えましょう。
※経年劣化による破損や建付けの
欠陥による雨漏りなど対象にな
らない場合があります。

風水害の備えは火災共済で風水害の備えは火災共済で風水害の備えは火災共済で

　
皆
さ
ん
は
、
１
日
の
中
に
自
由
な
時

間
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
？
　
平

日
は
仕
事
と
寝
る
こ
と
の
み
、
自
由
な

時
間
は
週
末
に
ま
と
め
て
で
い
い
、
と
い

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
仕
事
中
心
で
あ
っ
て
も
自
分
の

自
由
な
時
間
は
ぜ
ひ
確
保
し
た
い
も
の
で

す
。

　
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
の
研
究
チ
ー
ム
が
２

０
１
８
年
、
３
万
５
３
７
５
人
の
米
国
人

を
対
象
に
「
現
状
の
生
活
満
足
度
」
と

「
１
日
に
所
有
す
る
自
由
時
間
」
に
つ
い

て
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
仕
事
を
し
て
い
る
人

の
生
活
満
足
度
は
自
由
時
間
が
１
日
あ

た
り
２
時
間
30
分
あ
る
と
き
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た

仕
事
を
し
て
い
な
い
人
の
満
足
度
は
自

由
時
間
が
１
日
あ
た
り
４
時
間
45
分
だ

っ
た
時
が
ピ
ー
ク
だ
そ
う
で
す
。Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

の
研
究
者
に
よ
る
と
、「
自
由
時
間
が
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
生
活
満
足
度
が
上
が
る

わ
け
で
は
な
く
、
最
適
値
を
超
え
て
さ

ら
に
多
く
の
自
由
時
間
を
与
え
ら
れ
る

と
、
逆
に
満
足
度
が
下
が
っ
て
し
ま
う
」

こ
と
も
わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
は
体
験
的
に
も
納
得
が
い
き
ま

す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
１
日
の
中
で

自
分
だ
け
の
時
間
を
も
つ
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
す
。
ま
た
休
息
は
疲
れ
て
か
ら

取
る
の
で
は
な
く
、
疲
れ
る
前
に
取
る
こ

と
が
お
す
す
め
で
す
。
病
気
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
治
す
の
で
は
な
く
、
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
予
防
の
考

え
方
が
理
想
で
す
。

　
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
一
定
距
離
ご
と
に
給

水
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
て
い
る
よ
う
に
、
予

定
を
立
て
る
際
は
最
初
か
ら
定
期
的
な

休
み
を
組
み
込
ん
で
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
少
し
大
き
な
計
画
や
予
定
を
す
ぐ

に
入
れ
ら
れ
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
数

カ
月
先
で
あ
っ
て
も
、
予
定
表
に
何
か

楽
し
い
予
定
を
書
き
込
ん
で
お
く
と
気

分
も
上
が
り
、
日
々
の
仕
事
を
効
率
よ

く
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

楽
し
い
予
定
を
立
て
て
お
く
意
味

６月賃金（給与）明細書の例 

支給

基本給 調整手当 特別調整
手当 資格手当 住宅手当 家族手当 通勤手当

209,400 8,000 17,500 
超過勤務
手当 深夜手当 深夜割増

手当
休日勤務
手当 昇給差額 処遇改善

手当
その他
調整額 総支給額

26,383 41,560 7,000 2,196 312,039 

控除

健康保険 介護保険 厚生年金 厚生年金
基金 雇用保険 社会保険

合計 課税対象額

11,280 21,960 1,872 35,112 276,927 
所得税 住民税 宿舎費 財形貯蓄 労働組合費 控除総額
7,490 10,300 3,141 56,043 

勤怠

勤務日数 欠勤日数 準夜勤務
日数

深夜勤務
日数

休日勤務
日数

オンコール
日数

20 0 4 4

125％ (h) 135％ (h) 150％ (h) 160％ (h) 有休消化
日数 リフ休暇数 差引支給額

13 1 255,996 

時間外単価 深夜単価 夜勤深夜
時間

所定労働
時間

1,858 2,229 30 151.0 

看護師35歳　（勤続14年目・子ども2人）

支給

基本給 調整手当 特別調整
手当 資格手当 住宅手当 家族手当 通勤手当

282,800 17,500 4,000 
超過勤務
手当 深夜手当 深夜割増

手当
休日勤務
手当 昇給差額 処遇改善

手当
その他
調整額 総支給額

7,000 3,751 315,051 

控除

健康保険 介護保険 厚生年金 厚生年金
基金 雇用保険 社会保険

合計 課税対象額

14,100 27,450 1,890 43,440 271,611 
所得税 住民税 宿舎費 財形貯蓄 労働組合費 控除総額
7,280 20,300 4,242 75,262 

勤怠

勤務日数 欠勤日数 準夜勤務
日数

深夜勤務
日数

休日勤務
日数

オンコール
日数

18 0 0 0

125％ (h) 135％ (h) 150％ (h) 160％ (h) 有休消化
日数 リフ休暇数 差引支給額

0 0 1 1 239,789 

時間外単価 深夜単価 夜勤深夜
時間

所定労働
時間

2,399 2,879 0 151.0 

看護師22歳　(3卒・勤続２年目）

　
控
除
内
容
を
説
明
す
る
前
に

「
標
準
報
酬
月
額
」
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

【
標
準
報
酬
月
額
】

　
標
準
報
酬
月
額
と
は
、
社
会
保

険
料
（
健
保
・
年
金
）
計
算
を
簡

便
化
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
健
康
保
険
で
50
等
級
（
厚

生
年
金
で
32
等
級
、
１
等
級
の
幅

は
収
入
に
応
じ
て
１
万
〜
３
万
円

程
度
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
２

年
目
の
看
護
師
さ
ん
は
、
24
万
円

（
23
〜
25
万
円
の
範
囲
）で
、
健
保

19
等
級（
年
金
16
等
級
）に
あ
た
り

ま
す
。
通
常
は
、
毎
年
４
〜
６
月

の
３
ヶ
月
の
賃
金
平
均
額
を
元
に

等
級
が
決
め
ら
れ
（
定
時
改
定
）、

そ
の
年
の
９
月
か
ら
来
年
８
月
ま

で
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
計
算
に

は
通
勤
費
や
残
業
代
も
含
ま
れ
る

た
め
、
通
勤
費
が
高
い
人
は
よ
り

多
く
社
会
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
将
来

の
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
す
）。

　
４
月
入
職
の
新
人
は
、
資
格
取

得
時
の
決
定
と
し
て
、
４
月
の
賃

金
（
基
本
給
＋
諸
手
当
）
を
元
に

標
準
報
酬
月
額
を
定
め
、
８
月
ま

で
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
健
康
保
険
料

　
健
康
保
険
料
は
、
各
自
の
標
準

報
酬
月
額
に
基
づ
い
て
徴
収
さ
れ

ま
す
。労
使
折
半
が
基
本
で
す
が
、

健
康
保
険
組
合
の
規
定
や
労
使
協

定
に
よ
り
事
業
主
負
担
が
多
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
料
率
は
入
っ
て

い
る
健
保
組
合
に
よ
っ
て
違
い
、

農
業
団
体
で
は
東
京
都
農
林
漁
業

団
体
健
康
保
険
組
合
（
東
農
健

保
）
や
各
県
の
農
業
健
保
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
一
般
的
な
中
小
企
業

は
「
協
会
け
ん
ぽ
」
に
入
り
、
各

県
毎
に
料
率
が
違
っ
て
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
料

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
労
働
者

（
第
２
号
被
保
険
者
）
か
ら
、
健

康
保
険
料
と
一
緒
に
徴
収
さ
れ
ま

す
。
料
率
は
加
入
し
て
い
る
健
保

組
合
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
例
で

は
、
２
例
と
も
40
歳
未
満
な
の
で

介
護
保
険
料
は
徴
収
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

○
厚
生
年
金

　
厚
生
年
金
は
老
後
の
年
金
を
受

け
る
た
め
の
も
の
で
す
。
保
険
料

は
、
事
業
主
と
折
半
で
、
標
準
報

酬
月
額
を
元
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
率
は
２
０
２
３
年
現
在
、

18
・
３
％
で
す
。
年
金
法
改
正
で
、

04
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で
、
毎
年

０
・
３
５
４
％
（
労
使
折
半
）
引

き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

○
雇
用
保
険

　
雇
用
保
険
は
も
し
も
突
然
、
失

業
し
た
場
合
な
ど
に
失
業
給
付
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
制
度
で

す
。

　
現
在
の
料
率
は
、
一
般
事
業
の

労
働
者
で
は
総
支
給
額×

０
・
６

％
、
１
円
未
満
は
切
り
捨
て
ら
れ

ま
す
。
前
回
賃
金
特
集
を
行
っ
た

６
年
前
は
０
・
３
％
で
し
た
の
で
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
倍
近
く
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
所
得
税

　
所
得
税
は
、
支
給
額
か
ら
こ
れ

ま
で
の
「
社
会
保
険
料
」
な
ど
を

控
除
し
た
も
の
が
課
税
対
象
で

す
。
通
勤
費
は
、
15
万
円
ま
で
非

課
税
扱
い
と
な
り
、
控
除
で
き
ま

す
。「
課
税
対
象
額
」
に
対
し
て
、

賃
金
か
ら
天
引
き
（
源
泉
徴
収
）

す
る
金
額
が
段
階
的
に
定
め
ら
れ

て
お
り
、
扶
養
人
数
（
所
得
税
の

場
合
、
16
歳
未
満
の
子
は
含
み
ま

せ
ん
）
に
応
じ
て
税
額
は
少
な
く

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ネ
ッ
ト
で

「
源
泉
徴
収
税
額
表
」
を
検
索
す

る
と
確
認
で
き
ま
す
。

○
住
民
税

　
住
民
税
は
、
前
年
度
（
前
年
１

〜
12
月
）
の
所
得
を
元
に
、
自
治

体
か
ら
６
月
よ
り
徴
収
さ
れ
ま

す
。
新
社
会
人
は
、
前
年
の
所
得

が
な
い
の
で
掛
か
り
ま
せ
ん
が
、

２
年
目
の
６
月
か
ら
住
民
税
を
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
６
月
号
の
「
賃
金
明
細
の
見
方

㊤
」
で
は
な
か
っ
た
住
民
税
が
、

２
年
目
・
看
護
師
の
６
月
賃
金
明

細
で
登
場
し
て
い
ま
す
。

税
金
の
使
わ
れ
方
・
社
会

保
障
に
も
関
心
を
持
と
う

　
以
上
、
簡
単
に
税
・
社
会
保
険

料
の
控
除
を
見
て
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
賃
金
明
細
を
見
て
、
控
除

額
が
合
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
み

賃
金
明
細
の
見
方
㊦
で
は
、賃
金
か
ら
の「
控
除
部
分
」

を
説
明
し
ま
す
。
賃
金
か
ら
引
か
れ
る
健
康
保
険
料
や

雇
用
保
険
料
は
、
年
度
途
中
で
料
率
・
金
額
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
控
除
さ
れ
て
い
る
お
金
が
何
に
使

わ
れ
て
い
る
か
も
関
心
を
寄
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。
こ
れ

ら
は
否
が
応
で
も

賃
金
か
ら
引
か
れ

ま
す
。
例
で
み
て

も
税
・
社
会
保
険

料
等
は
、
総
支
給

額
の
17
〜
23
％
に

も
な
り
ま
す
。
ま

た
国
民
所
得
に
占

め
る
税
金
や
社
会

保
障
負
担
で
は
23

年
度
で
46
・
８
％

に
な
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
税

金
の
使
い
方
や
年

金
な
ど
の
社
会
保

障
制
度
の
あ
り
方

に
も
関
心
が
及
ぶ

の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

（
３
）

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

賃
金（
給
与
）明
細
㊤

賃
金（
給
与
）明
細
㊦

確
認
し
よ
う
！

確
認
し
よ
う
！

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

心
の
相
談
室
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職場の悩みを要求書にまとめる

団体交渉では組合側後ろの席からの発言にも影響力が

経
営
側
を
前
に
緊
張…

そ
れ
で
も
労
使
は
対
等
！

仲間の発言にも「気づき」がいっぱい

窓を背にしたポジションも組合の交渉術のひとつ

　
各
グ
ル
ー
プ
に
は
教
宣
部
が

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
入
り
、

自
身
の
経
験
を
紹
介
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
・
職
場
で
実

際
に
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
み

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
は
「
労
働
組
合
　

第
○
支
部
」
と
し
て
参
加
者
の

中
か
ら
支
部
長
・
書
記
長
を
決

め
、
話
し
合
っ
た
内
容
を
一
枚

の
要
求
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
第
１
〜
６
支
部
か
ら
出
さ
れ

た
要
求
は
、
夜
勤
協
定
の
遵
守
、

職
員
駐
車
場
の
無
償
化
、
転
勤

制
度
の
明
確
化
、
看
護
師
・
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
な
ど

多
岐
に
渡
り
ま
し
た
。
な
か
で

も
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
向
上

に
関
す
る
要
求
は
３
つ
の
支
部

要
求
書
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
終
わ
り
に
、
各
支

部
長
が
く
じ
を
引
き
、
明
日
の

模
擬
団
交
の
交
渉
順
を
決
め
ま

し
た
。

　
２
日
目
は
団
体
交
渉
に
入
る

前
に
、
全
厚
労
四
役
が
経
営
側
、

教
宣
部
が
組
合
側
で
、「
う
ま

く
な
い
団
体
交
渉
」
の
例
を
寸

劇
で
紹
介
。
台
本
を
読
み
違
え

る
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
団
体
交
渉
で
は
経

営
側
の
組
合
活
動
を
制
限
す
る

よ
う
な
発
言
（
不
当
労
働
行

為
）
を
許
さ
ず
、
組
合
が
職
場

を
ど
う
し
た
い
の
か
具
体
性
を

も
っ
た
要
求
で
交
渉
を
行
う
こ

と
の
大
切
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　
模
擬
団
交
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

は
、
第
１
支
部
。
冒
頭
に
、
支

部
長
か
ら
「
私
た
ち
は
い
ち
厚

生
連
職
員
と
し
て
、
患
者
・
利

用
者
さ
ん
、
地
域
住
民
の
方
々

の
人
権
が
守
ら
れ
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
使
命
。

支
え
て
い
く
職
員
が
人
間
ら
し

く
働
け
る
職
場
を
め
ざ
し
て
労

使
協
調
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
発
言
。模
擬
で
あ
っ
て
も
、

本
番
さ
な
が
ら
の
挨
拶
に
ピ
リ

ッ
と
場
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

　
第
１
支
部
は
「
看
護
研
究
手

当
の
新
設
」
を
要
求
。
忙
し
い

業
務
の
中
で
毎
年
回
っ
て
く
る

看
護
研
究
が
負
担
と
い
う
声
が

ス
タ
ッ
フ
か
ら
上
が
っ
て
い
る

こ
と
、
自
己
研
鑽
で
あ
れ
ば
強

制
力
を
な
く
し
、
そ
れ
で
も
や

っ
て
欲
し
い
な
ら
手
当
を
、
と

看
護
師
の
組
合
員
が
訴
え
ま
し

た
。

　
経
営
側
は
「
プ
ロ
と
し
て
、

自
己
研
鑽
で
。
患
者
さ
ん
の
た

め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
返

し
ま
し
た
が
、
組
合
側
も
「
自

己
研
鑽
な
ら
、
や
り
た
い
気
持

ち
が
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

や
ら
せ
る
の
は
お
か
し
い
。
手

当
を
つ
け
て
貰
え
た
ら
、
や
り

が
い
も
あ
る
し
、
や
る
気
も
出

る
と
思
う
。
看
護
研
究
を
し
た

い
と
思
う
気
持
ち
は
ス
タ
ッ
フ

の
中
に
も
あ
る
と
思
う
。
今
は

出
来
な
い
人
も
い
る
の
で
、
希

望
で
い
い
の
で
は
」
と
続
け
、

経
営
側
か
ら
の

「
や
り
た
い
人
だ

け
で
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う

言
葉
を
引
き
出
し

ま
し
た
。
す
か
さ

ず
、
強
制
で
は
無

　
役
員
強
化
セ
ミ
ナ
ー
実
践
企
画
で
は
、
１
日
目
に
職

場
の
悩
み
や
実
現
し
た
い
要
求
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
要
求
書
を
作
り
ま
し
た
。
２
日
目
に
作
成
し

た
要
求
書
を
も
と
に
模
擬
団
交
を
行
い
ま
し
た
。

い
こ
と
を
確
認
し
、
次
の
要
求

項
目
へ
移
り
ま
し
た
。

　
交
渉
後
の
岩
本
執
行
委
員
長

の
講
評
で
は
、
支
部
長
の
冒
頭

の
あ
い
さ
つ
が
真
剣
な
姿
勢
を

伝
え
た
、
ま
た
支
部
長
・
書
記

長
だ
け
で
な
く
後
ろ
に
座
る
現

場
の
職
員
か
ら
も
発
言
が
あ
る

と
経
営
側
に
は
と
て
も
圧
力
と

な
り
、
職
員
み
ん
な
の
要
求
な

ん
だ
と
感
じ
る
。
手
当
の
新
設

を
要
求
す
る
時
は
○
万
円
な
ど

具
体
的
な
金
額
を
書
い
た
方
が

良
か
っ
た
、
そ
の
場
で
は
看
護

研
究
を
強
制
し
な
い
と
言
っ
て

も
現
場
で
は
違
う
こ
と
も
あ
る

の
で
必
ず
確
認
書
を
取
り
交
わ

す
こ
と
の
重
要
性
が
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
模
擬
団
交
を
終
え
た
第
１
支

部
に
直
撃
す
る
と
、
本
来
の
要

求
は
看
護
研
究
へ
の
手
当
で
は

な
く
「
強
制
力

を
な
く
す
」
で
、

１
日
目
の
第
２

講
義
で
学
ん
だ

「
大
き
い
要
求
か

ら
小
さ
い
要
求

へ
」
の
交
渉
術

を
実
践
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

「
確
認
書
ま
で
は

気
づ
か
ず
、
あ

と
一
歩
で
し
た
」

と
、
支
部
の
仲

間
と
奮
闘
を
た

た
え
合
っ
て
い

ま
し
た
。

　
第
６
支
部
で
は
、
要
求
書
の

前
文
に
あ
る
「
文
書
を
も
っ
て

誠
意
あ
る
回
答
を
」
の
通
り
、

経
営
側
か
ら
書
面
で
の
回
答
が

出
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
。「
要

求
す
べ
て
を
受
け
付
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
要

求
書
を
書
き
直
し
て
下

さ
い
」
と
い
っ
た
経
営

側
の
態
度
に
も
、
不
誠

実
団
交
（
団
交
拒
否
）

だ
と
態
度
を
改
め
さ
せ

ま
し
た
。

　
３
つ
の
支
部
か
ら
要

求
の
あ
っ
た
「
年
休
取

得
の
向
上
」
に
は
、
経

営
側
の
「
年
次
有
給
休

暇
は
こ
ち
ら
で
制
限
で

き
な
い
事
な
の
で
、
ぜ

ひ
取
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
職
場
の
中
で
相
談
し

て
勤
務
を
調
整
し
て
も

ら
っ
て…

」
の
回
答
が

続
き
、
第
４
支

部
で
は
組
合
で

今
後
、
年
休
の

調
査
を
行
い
、

経
営
側
に
も
管

理
者
へ
の
指
導

を
徹
底
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

年
休
取
得
向
上

に
は
、
粘
り
強

い
人
員
増
の
要

求
を
続
け
る
こ

と
が
必
要
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
と
め
で
は
、

岩
本
執
行
委
員

長
か
ら
「
経
営
側
と
し
て
伝
え

な
い
と
い
け
な
い
事
は
伝
え
ま

し
た
が
組
合
側
の
気
持
ち
も
分

か
る
の
で
、
そ
ち
ら
側
に
座
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
職

場
に
帰
っ
て
も
団
体
交
渉
に
興

味
を
も
っ
て
、
支
部
な
ど
行
け

る
範
囲
で
参
加
し
、
現
場
の
実

態
を
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
要
求
を

ま
と
め
て

参
加
者
の
要
求
を

ま
と
め
て

本
気
の
姿
勢
が

交
渉
の
カ
ギ

本
気
の
姿
勢
が

交
渉
の
カ
ギ

現
場
の
声
を

伝
え
る

現
場
の
声
を

伝
え
る

前
進
回
答

も
う
一
歩

前
進
回
答

も
う
一
歩

経
験
を
職
場
に

持
ち
帰
っ
て

経
験
を
職
場
に

持
ち
帰
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
要
求
で

模
擬
団
交
に
ト
ラ
イ
！

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
要
求
で

模
擬
団
交
に
ト
ラ
イ
！
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